






































































































































































































































































































































様に撰定したのか、 江戸初期に出現した『類字名所和歌集』を軸に検討を重ねた結果、 この作詞者は、 『類字名所和歌集』に編集されている六つの名所玉川を採りあげて、先ず京の周辺の山域・近江・攝津の順で玉川を詠い、武蔵・陸奥とつづけ、最後に異色の高野 玉川とした。そして原典とする和歌について、夫々の国の玉川歌が複数ある時はその一
番歌、即ち最も早く撰集された勅撰和歌集の和歌を撰び作詞したものと推考している。三、地歌「玉川」の歌詞のこと　
次は生田流箏曲楽譜から引用した地歌「玉川」の歌詞で、














この歌詞をよく見ると、 前記 『箏曲大意抄』 箏曲組歌 「六



































































































































府が今の府中市 辺り 置かれて た。豊かな農耕地でも











































































































































































































































る大河であり、高野の玉川は高野山という霊場 清流ということで、両者とも名所歌枕であつても作品が限られ、玉川としては特異な存在であった。それ 引き換えて、 井手・攝津・野路・野田の玉川は、文字通り名所歌枕の中で生れ、美化された玉川であった。しかし一千年も 時を経た今に見る玉川からは、往時を偲ぶ縁に乏しいのが現実の姿である。追記　
稿を終えて思い起されることは、先ず多賀城市・草津市・
高槻市・井手町・高野町の教育委員会の資料の閲覧 御提供を受けての執筆であって厚く御礼を申し上げます。名古屋市鶴舞図書館司書の先生にもお世話になりまし　
それにしても、 『類字名所和歌集』に辿りつけたこと、 『箏
曲大意抄』を手にすることが出来たことは僥倖であって、これなくしては本稿を完結することに難があっ と思われます。　
そしてもう一つ忘れてならないのは、中日新聞毎週火曜
日の文化欄『王朝歌人たち―執筆、 小林一彦氏』の記事で、私が読み始めたのは本稿の執筆に取り掛かった平成二十八
− 71 −
年四月十二日の第二十九編からであるが、毎週王朝歌人を一人づつとり上げて解説されていて、和歌に無縁の私に王朝和歌の常識をどれ程教えてくれたことか計り知れないものがあり、深く感謝致し おります。〈参考文献・刊行書〉
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